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○障がいを持つ人たちが、
後継者がいない農地等を
活用し、米や野菜等の農
産物を生産

○生産した農産物は漬物、
団子、ジャム、味噌等に
加工し販売

○「命燃やすぜプロジェク
ト」を開始し、生きていくた
めの知識・技術向上を図
る研修と国内外の被災地
支援や交流に取組む

過過去去のの優優良良事事例例のの現現在在のの活活動動紹紹介介

NPO法人愛和報恩会 【富山県富山市】
～守ろう！中山間地の農業！命燃やすぜ！～

○中山間地の農業を維持、継承。

企業との農福連携をさらに発展させてい
くなど活動を継続。

○ネパールに福祉事業所を整備し農福連
携事業を展開していく予定。

○就労先の農業分野への事業拡大を図る中で、ハ
ウス栽培（トマト、花き）の作業を本会で一部受け
持つなど、障がいを持つ人の社会活動への参加
に貢献。

○米や野菜の作付け販売を実施。H29年度から認
定農業者として活動。

ネパールの学校へ支援農作業受託費推移(万円）

生産物を利用した加工品

活活動動のの概概要要

現現在在のの状状況況及及びび今今後後のの方方向向

現現在在のの活活動動 今今後後のの展展開開方方向向
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過過去去のの優優良良事事例例のの現現在在のの活活動動紹紹介介

わくわく手づくりファーム川北 【石川県川北町】
～麦から手づくりのビールが担う地域の活性化～

○休耕田等を活用して麦
を生産し、地ビールを
製造・販売、産直物産
館では地域の農産物
等を販売

○平成２７年に東南アジ
アでの輸出の拠点とし
てシンガポールにアン
テナショップを開設、平
成２９年に北米にオリ

ジナルビールの輸出を
開始

活活動動のの概概要要

製品化（ビール）した商品は、
コンビニや土産店にて販売中

現現在在のの状状況況及及びび今今後後のの方方向向

現現在在のの活活動動 今今後後のの展展開開方方向向

○コロナ禍の影響をうけ、国内外で大きな打撃を受け
たが、発泡酒の免許を取得し、副原料に地元産の果
物を使用した商品を開発。

また、地元企業と連携した商品開発も行い、宅飲み
需要を開拓することでコンビニ等に販路を広げてい
る。

石川産いちご、福井産梅などを使ったクラフトビールや、地元企業とのコ
ラボ商品を開発

○R2年にJFS‐B規格を取得、R4年に
GGAPを取得。

R5年にISO22000の認証取得を目指
し、食品安全性の取組を推進。

○SDGｓへの取組として、醸造廃棄物
の全量ほ場還元へ取り組む。

自社ほ場での原材料収穫


